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キャッチコピーの通り世界の子供たちを笑顔に

するために活動をしてきました。そのきっかけと
なったのが一番最初の活動である書き損じは
がきを集めたことです。この活動で私たちは一
人のタイの女の子を救うことが出来ました。

後日、実際に写真が届いてそこで初めて自分
たちの力だけで、一人の女の子を救うことがで
き、また笑顔にできたと思いました。

私たちは達成感を感じるとともにもっと多くの子
供たちを笑顔にしたい！という目標を持つよう
になりました。

私たちは主に５つの活動を行ってきました。

まず、１つ目の活動は書き損じはがきを一人の女の子の奨学金にかえる活
動です。私たちが集めた書き損じはがきは４００枚です。それらの書き損じは
がきはタイの一人の女の子の奨学金として充てることができました。

後日、その子からのお礼の手紙が届き私たちが行った活動が一人の子ども
を救うことができたのだと実感しました。

次に、２つ目の活動はJICAの物品募集です。

発展途上国の子供たちに必要な物品を直接電話をして聞き、必要なものだ
けを学校の全校生徒に呼びかけ物品を集めました。
この活動を通して、募集の仕方の工夫を学び次の活動に役立てました。

３つ目の活動は、文化祭での募金活動です。

教室を借りて今までの活動をポスターにまとめ展示することで、私たちの活
動に興味を持ってもらい、より多くの人に募金への協力をしてもらうことがで
きました。

４つ目の活動は、神戸市外国語大学の学生のストリートチルドレンに関する
講演を聞き、フィリピンのストリートチルドレンを一人でも多く救うために、生
活必需品や文房具が入った支援袋を本校の家庭科クラブと協力して作り、
部員の一人が現地へ赴き直接手渡ししました。

ストリートチルドレンとは、住む場所がなく、家族のいない子供たちのことで
す。現地に行った部員の子の話では、私たちが思い描いていた現状とは全く
違い、みんな明るく笑顔が絶えない人たちばかりなのを見て衝撃を受けたそ
うです。

５つ目の活動は、三木町で行われている「子ども食堂」という活動に参加した
ことです。

「子ども食堂」とは、親が共働きなどで一人で食事をとっている子どもたちの
ためにご飯を無償で提供するボランティア活動です。

これらの活動を通し、多くの子どもたちを救うための一歩を踏みだせたので
はないかと思います。

私たちは、今回の活動を通して、世界に目を向けて活動することももちろん重要ですが、
自分たちの住む地域で困っている人にも目をむけて、支援することが大切だと気づきまし
た。今現在、自分たちの地域で困っている人がいるのにそれに目を向けず、海外のことば
かり考えるのはとてもおかしなことに感じます。今私たちが住む地域では、貧困で十分な
食事をできない人や、両親が共働きで一人で食事をとらなければならない子どもたちが少
なからずいたりと、その他にも様々な問題があります。私たちはそんな人々を笑顔にする
ために、常に自分に何ができるかを問い、それを実行していきます。


